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ウ Ｃ校の実践の考察 

  ○「思考力・判断力・表現力等」について 

    本時の目標は「文章問題から方程式をつ

くる過程を逆向きに考えることで、与えら

れた方程式に合う文章問題をつくる」でし

た。この目標について生徒の到達度をワー

クシートとワークシート（振り返りシート）

から見取りました。 

 

ワークシートの記述を評価するための判

断基準を次のように設定しました。 

   評価Ａ：与えられた方程式にある数を用いて

文章問題をつくることができており、

その文章問題が適切に解けるものと

なっている。 

   評価Ｂ：与えられた方程式にある数を用いて

文章問題をつくることができるもの

の、その問題が適切に解けるものと

はなっていない。 

   評価Ｃ：文章問題をつくることができていな 

い。 

 

    資料１を見ると、生徒Ａは、    内に

記述しているように、与えられている方程式

の中にある 120、５、80を用いて、速さと時

間と道のりの問題をつくっていることが分

かります。さらに、文章問題から作ることが

できる方程式と与えられた方程式は同値の

ものであり、問題の答えを求めることができ

ます。このことから、評価Ａと判断できます。 

    資料２から生徒Ｂは、    内に記述し

ているように、与えられている方程式の中に

ある 120、５、80を用いて、過不足の問題を

つくっています。表現が不十分な部分もあり

ますが、文章問題から作ることができる方程

式と与えられた方程式は同値のものであり、

問題の答えを求めることができます。このこ

とから、評価Ａと判断できます。 

 

ワークシート（振り返りシート）において、学習内容について分かったことの生徒記述（次頁資

料３）を分類すると、次頁表１のようになりました。 

     

資料１ 生徒Ａのワークシート 

資料２ 生徒Ｂのワークシート 



平成 29年度 佐賀県教育センター 中学校数学科教育 

Ｃ校の考察-2                        

 

 

 

 

 

 

 

 

55.6%の生徒が本時の学習内容である「文章問題をつくること」についての記述を行っています。

一方で、33.3%の生徒が「方程式のつくり方」についての記述を行っています。この記述から、本時

の学習内容である「文章問題のつくり方」ではなく「方程式のつくり方」について学習したと捉えて

いる生徒がいたと考えられます。しかし、ワークシートの記述を見ると、問題２については８割を

超える生徒が、与えられた方程式から文章問題をつくることができており、生徒は本時の目標であ

る「文章問題から方程式をつくる過程を逆向きに考えることで、与えられた方程式に合う文章問題

をつくる」を達成することができたと考えられます。 

 

○「主体的に学習に取り組む態度」について 

生徒が「主体的に学習に取り組む

態度」については、振り返りシート

の自己評価から見取りました。資料

３は生徒Ｃが自己評価を行い記入し

たものです。これらをまとめると、

表２のようになりました。「意欲的に

取り組めたか」では、94.4%の生徒が

「ＯＫ」「まあまあできた」と評価し

ています。また、「友達と協力して解

決できたか」では、100%の生徒が「Ｏ

Ｋ」と評価しており、学習に主体的

に取り組んだ生徒が多かったと判断

できます。 

 

 

 ＯＫ まあまあ あんまり 全く 

意欲的に取り組めたか 72.2 22.2 5.6 0 

 

 

記述内容 生徒（％） 

「文章問題のつくり方」についての記述 55.6 

「方程式のつくり方」についての記述 33.3 

「方程式の復習」についての記述 5.6 

授業の感想の記述 5.6 

表２ ワークシート（振り返りシート）自己評価 

資料３ 生徒Ｃのワークシート（振り返りシート）の 

自己評価 

表１ ワークシート（振り返りシート）における生徒の記述内容  


